第２回愛西市緑の基本計画策定市民代表会議
第２回愛西市緑の基本計画策定市民代表会議の概要

【開催日時】平成21年８月１１日（火）　午前9：30～11：30

【開催場所】愛西市役所立田庁舎3階第一会議室

【出席者】市民代表5名、事務局4名、関係者（コンサルタント）3名

１．開会

（１）開催のあいさつ

２．会議の議題
（１）第一回市民代表会議のおさらい
　第一回会議の意見をとりまとめたものを、資料に沿って説明しました。その中で、第一回会議で受けた質疑に対する回答も行いました。
　■説明や配布資料に対する主なご意見やご提案など

　・地域の神社やお寺などの緑を維持することはとても大切だと思う。こうした維持管理に対する助成金は市から出ていないのか。
　・神社の樹木がお寺にかぶさっているところがあるが、そのような場合は重機を使用しなければならないので費用がかかってしまう。

　　→自治会に対しては世帯数などによって助成金を出しているが、神社の管理費という限定した形では出していない。助成金をどのように使うかは地元に任せている。

　・蟹江町との境にある食肉センター跡地が荒れている。企業の協力のもと、社有地に緑を増やせればよいと思う。

　・善太川周辺のアクセスが悪い。蟹江町に渡ろうとしても、遠回りをしなければならないことがある。また、公道に樹木がなく車が容易に駐車するため、公道のスペースが個人的に使われてしまっている。公道に樹木を植えるなどして、スペースをもっと効率よく活用できればいいと思う。

　・善太のマツが立派なので、維持管理費を出すなどして積極的に保全すべきである。（善田のマツは文化財として指定されているのか。→していない。）

　・今はPTAが学校の草取りを行っているが、学生による管理を行えば教育にもなると思う。

　・シルバーによる講習や勉強会も必要だと思う。

　　→策定委員会のメンバーには学校関係者（教育委員会職員）などもいるので、学校関係の話などここで出た意見については、策定員会でどのようにしていくか議論していくつもりである。
（２）まちづくり方策の検討
　第一回会議の意見をとりまとめて作成した「まちづくり方策シート」の項目に沿って、具体的な方策や、それに関する意見を自由に発言していただきました。

　■まちづくり方策に対する主なご意見やご提案など
農地の保全

・ハス田の生態系の保全・復元（食物連鎖）を図る
・家庭菜園・市民菜園として利用　など
貴重な樹林地の保全

　・バランスを考慮した植樹で、雑木林の形成を図る
　・地区の指定による樹林・樹木の保全　など
　河川や水路の保全・再生

　・水生生物の調査を行う

　・生態系に配慮した除草剤の使用　など
　河川や水路の利活用
　・雨水の活用

　・河川敷（愛西市側）の公園化
　・河川での植生試験の実施　など
　公園・緑地などの見直し
　・市民参加型の公園整備　など
　みどりと親しむ意識向上
　・シルバーによる講習会の実施（剪定・農業技術など）

　・みどり教育（学校の草取りなど）　など
公共施設の緑化

　・道路の緑化によるネットワークづくり　など
民有地の緑化

　・企業用地の緑化　など
（３）将来像の設定
　まちづくり方策の検討をふまえながら、愛西市のみどりの将来像に取り入れたいと思うキーワードを案出していただきました。
　■将来像の設定に向けたキーワードやご意見など
・ハス田・レンコン畑

・木曽川、河川敷

・用水・川に生き物がたくさん住む

・さわやか・気持ちのよい

・水の流れ

・市民参加　など

※会議の中で挙げられた意見などは、事務局でとりまとめ、今後の緑の基本計画を作成する中で、反映・活用させていただきます。

３．その他
　次回の市民会議は９月に開催予定であることをお伝えしました。

４．閉会
